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12月の
定例会

目指せ 未来のJリーガー／サッカー教室

行政視察  先進地に学ぶ
新潟県  阿賀町・長岡市
行政視察  先進地に学ぶ
新潟県  阿賀町・長岡市

●●16

追跡れぽーと
議員提言のゆくえ
追跡れぽーと
議員提言のゆくえ

●●19

帰還困難区域再生構想
特定復興再生拠点を設定
帰還困難区域再生構想
特定復興再生拠点を設定

●●2

●●7 ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問



◯ 帰還困難区域内のほぼ中央に位置する国道６号を境に西側全域及び国道６号線
◯ 墓地や集会所など、不特定多数の住民が立ち寄る場所
◯ JR 常磐線、国道６号、その他必要な道路

拠点面積：約390ヘクタール

○ 特定復興再生拠点区域内における除染やインフラ整備を一体的に行い、生活環境の整備・地域
　 交流空間の整備を図ります。

○ シンボル的な場所や日常立ち入る場所などの環境回復をします。

○ 当該拠点区域における復興再生の状況を検証し、地域の皆さんの意見を伺った上で、国県と協議
　 を行い、避難指示の解除をします。

○ 特定復興再生拠点区域の範囲拡大など、計画の変更（見直し）を行います。

【第１期整備】 2018～2022年度（平成30～平成34年度）
≪特定復興再生拠点区域≫

○ 計画変更に基づき、復興再生に取り組みます。
○ 帰還困難区域内全体の避難指示解除を目指します。

【第2期整備】 2023～2027年度（平成35～平成39年度）

○ 町は、帰還環境の整備と避難指示の解除がなされるよう、将来にわたって復旧復興を推し進め、
　 国や県と連携し、町全域の復興に向けた取り組みを中長期的に推進します。

○ 現時点では、特定復興再生拠点区域以外の避難指示解除の見込みは、2022 年度（平成 34 年度）
　 以降となる見込みが高いため、ふるさととのつながり継続支援や特定復興再生拠点区域と遜色の
　 ない対応※１など、様々な観点から国に要望します。
　 ※１）立ち入り規制の柔軟な対応、被災家屋の速やかな解体など

※区域以外への支援

帰還困難区域再生構想 特定復興  再生拠点区域を設定
平成30年１月10日に富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を　開催し、帰還困難区域再生構想について、企画課より説明を受けました。平成30年１月10日に富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を　開催し、帰還困難区域再生構想について、企画課より説明を受けました。

富岡町特定復興再生拠点区域（※オレンジ着色部分）
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質

応
疑疑

答答

問　
復
興
拠
点
と
な
ら

な
か
っ
た
地
域
に
つ
い
て
、

除
染
や
支
援
策
な
ど
、
そ

の
後
進
展
は
。

（
堀
本
典
明
）

答　
企
画
課
長

　

国
か
ら
明
確
な
答
え
は

示
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

問　
最
低
限
、
除
染
だ
け

で
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。（
堀
本
典
明
）

答　
町
長　

今
回
範
囲
設

定
し
た
区
域
だ
け
で
な
く
、

将
来
的
に
は
す
べ
て
の
地

域
を
除
染
し
、
避
難
指
示

を
解
除
す
る
と
い
う
思
い

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　
森
林
組
合
も
拠
点

に
入
れ
て
ほ
し
い
が
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課
長
補
佐

　

森
林
組
合
は
町
の
林
業

再
生
の
核
と
な
る
団
体
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
面
的

で
は
な
く
、
点
で
の
拠
点

の
設
定
も
視
野
に
検
討
し

ま
す
。

問　
県
道
広
野
小
高
線

の
扱
い
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
企
画
課
長

　

本
路
線
が
大
熊
町
の
復

興
拠
点
区
域
に
入
っ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
時

点
で
は
復
興
再
生
計
画
の

中
に
全
線
を
入
れ
込
め
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
県
道
広
野
小
高
線

を
防
災
道
路
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で

は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
企
画
課
長

　

本
路
線
を
防
災
道
路
と

し
て
位
置
付
け
る
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
国
と
の
話

し
合
い
の
中
で
も
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
夜
ノ
森
駅
周
辺
の

先
行
解
除
区
域
と
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課
長

　
Ｊ
Ｒ
の
開
通
が
平
成
32

年
３
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
中
で
、
夜
ノ
森
駅
が
利

活
用
で
き
る
よ
う
に
駅
周

辺
の
先
行
解
除
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
先
行
解
除

区
域
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
議
論
に
よ
り
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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定例会・臨時会　動産の取得・不動産の取得・工事契約・工事変更契約 定例会・臨時会　条例制定・条例改正・町政報告要旨

条
例
制
定

条
例
制
定

条
例
改
正

条
例
改
正

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

町
政
報
告
要
旨

動
産
の
取
得

動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

工
事
契
約

工
事
契
約

工
事
変
更
契
約

工
事
変
更
契
約

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号5 44

【取得する動産】
 机、椅子、ラック等の什器備品　一式
【取得予定価格】 855万3600円
【契約相手方】
 サトウ事務器機

【工事請負契約の概要】
 ○名 称　富岡第一中学校屋根付きプール新築工事
 ○工 期　平成30年６月30日まで
 ○契 約 金 額　３億3156万円
 ○契約相手方　㈱鴻池組　東北支店

【工事変更契約の概要】
 ○名 称　富岡第一中学校復旧工事
 ○請 負 者　桂建設㈱
 　①工期及び契約金額の変更（10月臨時会）
 　【工期】
　 平成29年12月25日⇒平成30年２月28日
　 【契約金額】
　 ３億5078万4000円 ⇒ ５億1499万2600円
　 　　　　　　　（１億6420万8600円増額）
 　②契約金額の変更（12月定例会）
 　【契約金額】
 　５億1499万2600円 ⇒ ５億4018万2520円
　 　　　　　　　　 （2518万9920円増額）

【取得する不動産】
 富岡産業団地整備事業区域内（上郡、太田）
 ①面積：163,743.62㎡　②面積：51,878.00㎡
【取得予定価格】
 ①４億222万9180円　②１億2960万4100円

【取得する動産】
 非破壊式放射能測定器　２台
【取得予定価格】 1123万2000円
【契約相手方】
 ㈱東栄科学産業　郡山営業所

埋
立
処
分
事
業
の

交
付
金
を
積
立

　

特
定
廃
棄
物
埋
立
処
分

事
業
に
伴
う
影
響
緩
和
に

必
要
な
事
業
の
基
金
を
積

立
す
る
た
め
に
、
富
岡
町

特
定
廃
棄
物
埋
立
処
分
事

業
地
域
振
興
交
付
金
基
金

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

※
P.6
関
連
記
事

（
10
月
臨
時
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

特
定
建
築
物
の
事
前

申
請
を
求
め
る

　

共
同
住
宅
・
宿
舎
等
の

建
築
に
先
立
つ
手
続
と
し

て
基
本
的
事
項
を
定
め
た

富
岡
町
特
定
用
途
建
築
物

の
建
築
に
係
る
手
続
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
１
月
１
日
施
行

（
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の
什
器

備
品
等
を
取
得

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
再
開

に
伴
い
、
什
器
備
品
等
の

取
得
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

（
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

富
岡
産
業
団
地
整
備
に

伴
う
不
動
産
を
取
得

　

富
岡
産
業
団
地
整
備
事

業
に
伴
う
不
動
産
の
取
得

に
つ
い
て
、可
決
し
ま
し
た
。

（
①
11
月
臨
時
会

 

②
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

プ
ー
ル
新
築
工
事
契
約

　

富
岡
第
一
中
学
校
屋
根

付
き
プ
ー
ル
新
築
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

（
11
月
臨
時
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

第
一
中
学
校
復
旧

工
事
変
更
契
約

　

児
童
・
生
徒
の
健
康
被

害
の
未
然
防
止
・
安
全
対

策
の
た
め
に
、
工
期
及
び

工
事
費
の
変
更
契
約
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
①
10
月
臨
時
会

 

②
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

非
破
壊
式
放
射
能

測
定
器
を
取
得

　

試
料
を
細
か
く
切
ら
ず

に
セ
シ
ウ
ム
が
測
定
で
き

る
機
器
の
取
得
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

（
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

小
中
学
校
三
春
校
の

位
置
付
け
を
明
記

　

町
内
小
中
学
校
の
開
校

に
伴
い
、
三
春
校
の
位
置

付
け
を
明
記
す
る
た
め
、

改
正
し
ま
す
。

（
12
月
定
例
会

　
　
　

全
会
一
致  

原
案
可
決
）

名　称 位　置

富岡町立富岡第一小学校三春校

富岡町立富岡第一中学校三春校

富岡町立富岡第二小学校三春校

富岡町立富岡第二中学校三春校

田村郡三春町大字
熊耳字南原94

活
気
あ
る
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す

【
処
分
場
へ
の
搬
入
開
始
】

　

去
る
11
月
13
日
、
伊
藤

環
境
副
大
臣
よ
り
特
定
廃

棄
物
管
理
型
処
分
場
へ
の

搬
入
を
開
始
す
る
旨
の
説

明
を
受
け
、
同
月
17
日
よ

り
、
町
内
仮
置
場
に
保
管

し
て
い
た
特
定
廃
棄
物
も

当
該
処
分
場
へ
搬
出
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
、
受

入
れ
に
際
し
て
締
結
し
た

安
全
協
定
に
基
づ
き
、
立

入
り
調
査
等
を
実
施
し
な

が
ら
、
町
民
の
安
全
安
心

の
確
保
と
情
報
公
開
の
徹

底
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
国

に
対
し
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
町
行
事
の
再
開
】

　

風
評
被
害
を
払
し
ょ
く

す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
限
り
が
あ
り
、
震

災
以
前
の
町
の
姿
を
知
る

町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り

の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
成
し

う
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
震
災
以

前
に
実
施
し
て
い
た
町
行

事
を
可
能
な
限
り
再
開
し

ま
し
た
。

　

富
岡
第
一
小
・
中
学
校

を
会
場
に
開
催
し
た『
ふ
た

ば
ワ
ー
ル
ド
』で
は
、
震
災

後
最
大
と
な
る
１
万
３
０

０
人
の
方
々
が
、
ま
た
、
７

年
ぶ
り
に
町
内
で
開
催
し

た『
え
び
す
講
市
』や『
福
祉

ま
つ
り
』で
は
８
千
人
の

方
々
が
、
避
難
先
や
近
隣

市
町
村
か
ら
町
内
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
ひ
と
時

で
も
ふ
る
さ
と
な
ら
で
は
の

良
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
た
も
の
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
12
年
ぶ
り
と
な

る『
ふ
れ
あ
い
町
民
号
』で
は
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
終
始
笑
顔
で
談
笑

さ
れ
、
再
び
健
康
で
元
気

に
再
会
す
る
こ
と
を
約
束

さ
れ
る
な
ど
、
遠
く
離
れ

て
い
て
も
、
町
民
同
士
、
そ

し
て
町
と
の
繋
が
り
を
保

ち
続
け
ら
れ
た
も
の
と
確

信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
復
興
・
再
生
に
向
け
て
】

　

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
等
の

他
に
も
、
復
興
の
取
組
を

更
に
後
押
し
す
る『
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
竜
田
駅
〜
富
岡
駅
間

の
再
開
通
』も
実
現
し
、
町

内
も
日
々
活
気
づ
き
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

居
住
さ
れ
る
方
々
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
に

真
摯
に
向
き
合
い
、
互
い

に
手
を
取
り
合
っ
て
、
復

興
・
再
生
の
道
を
歩
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町政報告をする宮本町長

非破壊式放射能測定器

富岡第一中学校の現況
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定例会・臨時会　補正予算
一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

12月定例会の一般質問に４議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

４議員が
質　問

動画配信中！

ズバリ

うを

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

■ 渡辺　正道 議員 …………………… ８
◯農業再開者への補助金の新設は
◯町内の有害鳥獣捕獲実績は

■ 早川　恒久 議員 …………………… ９
◯廃炉技術を継承する学校の整備を
◯第二原子力発電所の有効活用を

■ 遠藤　一善 議員 …………………… 10
◯帰還困難区域内のバス観桜は可能か
◯事業再開に向けた新たな支援策は

■ 渡辺　高一 議員 …………………… 11
◯埋立処分施設の管理体制は
◯町内の輸送ルートの安全確保は

1

2

3

4

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号7 66

一般会計一般会計

《総額は277億3145万円に》

①60億261万円を増額補正（10月臨時会）
　補正のあった主な事業は以下のとおりです。

事　業　名 補正予算額 総事業費
郡山支所管理費（修繕工事費） 220万円増 2億8905万円
費用弁償（嘱託職員の通勤費用） 41万円増 41万円
特定廃棄物埋立処分事業地域振興交付金基金積立金 60億円増 60億円

②9954万円を減額補正（12月定例会）
　補正のあった主な事業は以下のとおりです。

事　業　名 補正予算額 総事業費
商工業振興費（産業団地整備に係る物件移転補償費） ２億555万円増

23億9553万円
商工業振興費（商業拠点施設不動産購入費） 7968万円増
住宅管理費（災害公営住宅購入費不用額） ６億2558万円減 29億4848万円
道路維持管理費（町道維持管理委託料不用額） 4000万円減 2億9962万円
非常備消防費（防火防犯パトロール委託料不用額） 4024万円減 2億9325万円
福島再生加速化交付金基金積立金　 ５億7992万円増 16億9209万円
その他（道路橋梁管理費など） ２億5887万円減

業
者
も
含
め
た
形
で
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

建
物
の
管
理
者
も
そ
う
い
っ

た
組
織
に
参
加
し
て
も
ら
う

べ
き
か
、
双
葉
警
察
署
と
協

議
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
桜
祭
り
の
進
捗
状
況
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

12
月
中
に
実
行
委
員
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
来

春
に
向
け
て
、
案
内
作
成
等

の
準
備
を
進
め
て
い
る
段
階

で
す
。

問　
宿
舎
等
の
特
定
建
築
物

に
入
居
す
る
方
に
、
届
出
を

求
め
る
考
え
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
企
画
課
長

　

入
居
者
個
人
に
届
出
を
求

め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
物
の
管
理
者
に
は
届
出
を

し
て
い
た
だ
き
、
管
理
者
を

通
し
て
入
居
者
の
管
理
や
町

か
ら
の
情
報
等
の
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
建
物
の
管
理
者
に
防

犯
対
策
協
議
会
に
参
加
し
て

も
ら
う
考
え
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
生
活
環
境
課
長

　

現
在
、
防
犯
対
策
は
双
葉

警
察
署
が
中
心
と
な
り
、
事

質

応
疑疑

答答
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ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号9 88

渡辺 正道 議員

捕獲されたアライグマ

最先端の廃炉技術研究設備

早川 恒久 議員

問　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
廃
炉

研
究
人
材
育
成
の
拠
点

と
し
て
、
廃
炉
技
術
を

継
承
す
る
学
校
の
整
備

提
案
は
合
致
す
る
も
の

で
あ
り
、
町
を
活
性
化

す
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
前

向
き
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
町
長
の
考

え
は
。

答　
町
長　

具
体
な
も

の
と
な
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
東
京
電
力
に
強
く

求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

国
へ
も
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

訴
え
て
い
き
ま
す
。

問　
今
後
廃
炉
研
究
に

問　
厳
し
い
状
況
下
で

も
営
農
再
開
を
考
え
て

い
る
町
民
に
対
し
、
さ

ら
に
背
中
を
後
押
し
す

る
よ
う
な
町
独
自
の
補

助
金
の
新
設
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

答　
町
長　

個
人
に
対

す
る
支
援
と
い
う
の
は

難
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
太
陽

光
発
電
事
業
の
売
電
益

の
一
部
を
農
業
に
還
元
す

る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
稲
作

農
家
が
ふ
え
て
く
れ
ば
、

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
施
設
整
備
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

個
別
支
援
に
は
当
て

興
味
を
示
し
て
い
る
よ

う
な
若
い
世
代
の
人
材

が
必
要
に
な
る
。
国
立

の
福
島
高
専
を
卒
業
す

る
学
生
が
、
そ
の
後
２

年
間
を
富
岡
町
で
廃
炉

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
人
材
育
成

の
方
法
と
考
え
る
。

　

東
京
電
力
だ
け
で
は

で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

は
ま
ら
な
い
で
す
が
、
農

業
を
後
押
し
す
る
と
い

う
考
え
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　
個
々
の
農
家
の
営

農
再
開
を
支
援
し
つ
つ
、

認
定
農
業
者
や
生
産
組

合
、
団
体
を
核
と
し
、

大
規
模
化
６
次
産
業
化

を
考
慮
し
た
取
り
組
み

や
支
援
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
意

向
調
査
や
勉
強
会
の
開

催
な
ど
、
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　

行
政
区
単

位
に
お
け
る
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

出
さ
れ
た
意
見
を
も
と

に
営
農
形
態
や
栽
培
方

法
の
勉
強
会
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

国
立
の
学
校
が
あ
れ
ば

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　

東
京
電
力
、

国
、
県
、
被
災
市
町
村
、

そ
の
他
関
係
機
関
に
対

し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に

訴
え
て
い
き
た
い
考
え
て

い
ま
す
。

問　
福
島
第
二
原
子
力

発
電
所
を
単
に
廃
炉
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
今

後
の
廃
炉
研
究
を
発
展

し
て
い
く
上
で
、
永
久
的

に
続
け
ら
れ
る
モ
デ
ル
的

な
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
。
そ
れ
に
よ
り

全
国
各
地
や
世
界
中
か

ら
研
究
者
や
電
力
事
業

者
た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
で

町
も
に
ぎ
わ
い
、
定
住
人

口
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
国
、
東
京
電

力
に
要
望
す
る
考
え
は
。

答　
町
長　

今
後
も
廃

炉
作
業
の
各
場
面
に
応
じ

た
後
方
支
援
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
行
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

当
面
で
は
適
当
で
有
効
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
震
災
後
、
有
害
鳥
獣

の
処
分
頭
数
の
実
績
は
。

答　
町
長　

震
災
前
の

捕
獲
数
は
年
間
十
数
頭
程

度
で
し
た
。
震
災
後
は
、

こ
れ
ま
で
合
計
１
６
６
６

頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

問　
野
生
動
物
等
か
ら
人

間
へ
の
外
部
・
内
部
寄
生

虫
被
害
や
狂
犬
病
を
初

め
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
、
細

菌
感
染
等
、
人
畜
共
通

伝
染
病
等
の
リ
ス
ク
に
対

し
て
、
町
民
へ
の
周
知
が

不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
。

答　

町
長　

国
、
県
の

指
導
を
得
な
が
ら
、
町
広

報
紙
な
ど
を
活
用
し
注
意

喚
起
し
、
周
知
を
徹
底
し

ま
す
。

問　
県
議
会
で
は
福
島

第
二
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
を
引
き
続
き
要
求

し
て
い
る
。
廃
炉
す
れ
ば

富
岡
町
と
し
て
は
固
定

資
産
等
の
税
収
も
な
く

な
る
が
、
そ
の
後
の
考
え

を
県
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
。
廃
炉
に
つ
い
て
県
と

議
論
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
滝
沢
副
町
長

　

県
か
ら
は
何
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
県
と
廃
炉
に
つ
い

て
の
議
論
の
場
を
設
け
る

べ
き
で
は
。

答　
高
橋
副
町
長

　

町
の
意
見
を
述
べ
る
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。

問　
処
理
段
階
で
の
野

生
動
物
の
放
射
性
物
質

に
よ
る
汚
染
状
況
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
町
民
に

周
知
す
る
こ
と
は
非
常

に
有
意
義
と
考
え
る
が
、

デ
ー
タ
等
を
集
積
し
て

い
る
の
か
。

　

未
実
施
な
ら
ば
、
除

染
の
間
接
的
効
果
判
定

並
び
に
自
然
環
境
の
変

化
把
握
に
重
要
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
町
長　

町
と
し
て

も
放
射
性
物
質
の
影
響

状
況
を
デ
ー
タ
と
し
て
集

約
し
、
情
報
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
は
有
意
義
か
つ

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
周
知
に
努
め
ま
す
。

問
答

農業再開者への補助金の新設は
個人に対する支援は難しい

問
答

廃炉技術を継承する学校の整備を
東京電力に強く求める

問答
町
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績
は

震
災
後
は
合
計
１
６
０
０
頭
ほ
ど
を
捕
獲

問答
第
二
原
子
力
発
電
所
の
有
効
活
用
を

廃
炉
作
業
の
後
方
支
援
を
担
う
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ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号11 1010

遠藤 一善 議員渡辺 高一 議員

今後も厳しく監視します
ひっそりとした桜通りのトンネル

（平成29年４月撮影）

問　
特
定
廃
棄
物
埋
め
立

て
処
分
事
業
は
全
国
で
も

初
め
て
の
こ
と
で
、
本
町

は
今
後
ど
の
よ
う
な
監
視
、

管
理
体
制
を
と
り
、
安
全

確
保
に
努
め
る
の
か
。

答　
町
長　

管
理
型
処
分

場
の
周
辺
地
域
の
安
全
確
保

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、

特
定
廃
棄
物
等
の
処
分
の
状

況
及
び
環
境
放
射
能
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
の
報
告
を
求

め
、
さ
ら
に
立
入
調
査
を
実

施
し
、
状
況
確
認
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
型
処
分
場

環
境
安
全
委
員
会
で
は
、

町
職
員
２
名
、
町
民
３
名

が
委
員
と
な
り
、
処
分
状

況
等
の
報
告
を
環
境
省
か

ら
受
け
、
監
視
を
行
い
、

問　
帰
還
困
難
区
域
内

の
桜
通
り
両
側
50
メ
ー

ト
ル
の
除
染
が
、
平
成

30
年
３
月
に
一
部
解
体
を

除
き
完
了
見
込
み
で
あ

る
報
告
が
環
境
省
よ
り

あ
る
な
か
、
来
春
の
桜

開
花
時
期
に
桜
の
ト
ン

ネ
ル
を
バ
ス
で
通
過
し

て
体
験
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

答　
町
長　

桜
の
開
花

時
期
に
帰
還
困
難
区
域

内
の
桜
を
バ
ス
内
か
ら
見

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
除

染
、
解
体
工
事
の
進
捗
や

周
辺
放
射
線
量
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
桜
の
開
花
時
期
で

意
見
交
換
や
助
言
を
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
独

自
で
処
分
場
内
の
立
入
調

査
を
実
施
、
処
分
場
内
及

び
周
辺
河
川
の
水
質
調
査

を
し
、
厳
し
く
監
視
す
る

と
と
も
に
、
調
査
結
果
を

広
報
等
で
町
民
に
お
知
ら

せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
地
震
、
大
雨
、
大
雪

な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る

あ
る
４
月
の
段
階
で
は
、

除
染
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
た
除
染

効
果
を
検
証
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
現
時
点
で
は
限

り
な
く
不
可
能
に
近
い
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
現
時
点
で
の
桜
通

り
の
除
染
効
果
は
実
際

に
ど
の
程
度
か
。

答　
町
長　

夜
の
森
公

園
も
ほ
ぼ
除
染
が
完
了

し
、
公
園
内
の
放
射
線
量

は
町
が
実
施
し
た
測
定
で

１
時
間
当
た
り
0.3
か
ら

0.5
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
的
な
対
応
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

災
害
も
含
め
、
安
全
協

定
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
連

絡
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
対
応
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
措
置
を
求
め
る
と

と
も
に
、
対
応
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
は
、
特
定
廃
棄
物

の
搬
入
を
停
止
さ
せ
ま
す
。

問　
日
々
変
化
す
る
状

況
の
中
、
今
後
の
安
全
・

安
心
の
確
保
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

国
が
実
施
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
箇
所
に
つ
い
て

し
っ
か
り
検
証
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
箇
所
数
も

増
や
す
等
の
対
応
も
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
送
の
前
段

で
、
現
場
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰

還
困
難
区
域
を
主
に
大

型
車
で
通
る
わ
け
で
す

の
で
、
除
草
を
含
め
た

道
路
の
維
持
管
理
を
国

が
し
っ
か
り
実
施
す
る

よ
う
に
求
め
て
い
き
ま

す
。

問　
実
際
に
町
内
で
生

活
を
す
る
と
、
歯
科
院

医
や
薬
局
等
の
医
療
関

連
施
設
、
理
髪
店
や
衣

料
品
等
サ
ー
ビ
ス
業
に

か
か
わ
る
生
活
関
係
の

事
業
再
開
が
必
要
だ
と

感
じ
る
。
今
後
、
事
業

再
開
を
後
押
し
す
る
よ

う
な
新
た
な
支
援
策
の

考
え
は
。

答　

町
長　

国
・
県
・

町
の
支
援
事
業
に
は
、
医

療
機
関
や
日
常
生
活
に

必
要
な
店
舗
、
創
業
を

対
象
に
す
る
も
の
な
ど
活

用
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
事

業
再
開
に
向
け
補
助
金

概
要
書
を
直
接
配
付
す

る
な
ど
、
事
業
再
開
支

援
制
度
の
周
知
徹
底
に

取
り
組
み
ま
す
。

問　
帰
町
す
る
町
民
が

増
え
て
い
く
中
、
輸
送

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

町
民
に
周
知
す
る
こ
と

を
環
境
省
に
申
し
入
れ

る
べ
き
で
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

今
回
の
輸
送
ル
ー
ト

の
お
知
ら
せ
も
環
境
省

と
協
議
し
、
周
知
し
ま

し
た
が
、
わ
か
り
に
く
い

と
い
う
ご
指
摘
も
受
け

て
い
ま
す
。
再
度
、
わ

か
り
や
す
い
お
知
ら
せ

の
仕
方
を
環
境
省
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問　
商
店
の
エ
リ
ア
を
つ

く
り
、
店
舗
が
ま
と
ま
っ

た
形
で
再
開
で
き
る
よ

う
な
場
所
の
提
供
を
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

　

以
前
営
業
を
営
ん
で

い
た
方
に
、
な
る
べ
く
営

業
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

戻
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
場
所
を
と
い
う

考
え
は
、
現
時
点
で
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
答

帰還困難区域内のバス観桜は可能か
現況では限りなく不可能にちかい

問
答

埋立処分施設の管理体制は
町民・町職員が厳しく監視

問答
事
業
再
開
に
向
け
た
新
た
な
支
援
策
は

既
存
支
援
制
度
の
周
知
徹
底
を
計
る

問答
町
内
の
輸
送
ル
ー
ト
の
安
全
確
保
は

国
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
検
証
す
る



  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

A

産業復興常任委員会 総務常任委員会

耐用年数以内であることと、大規模な
修繕を要しない建物を基準としてい
ます。現在のところ、王塚第２、第
３団地、新田団地の１号棟、２号棟

を修繕して使用する考えです。
　　　　　　　　　　 【総務課】

Q 既存の町営住宅で、
解体する建物と修繕する
建物の基準は。

A

A

広報や町政懇談会など、機会があるごとに周知
しています。申請については、特別な事情での
相談は受けたいと考えますが、原則は平成30
年３月を申請の期限と考えています。

Q 家屋の解体申請の期限は
周知しているか。
申請期間の延長は。

A

A

申請期限は設けていません。あくま
でも避難指示が解除された地域の家屋
が対象です。

【復興推進課】 　

Q キワ除染の対象地域の家屋は。

農地の保全管理事業に対する国の予算が、
平成32年度まで延長される見通しです。
それ以降については、復興組合を法人
化するなど、補助金が減少しても農

地の保全管理ができるような体
制を整えていきたいと考えます。

【産業振興課】

Q 農地の保全管理に対する
町の考え方は。

A 訪れる町民が少ないという現状はご理解
いただいていますので、納得してもらえ
ていると考えます。今後は、各種証明書
の郵送での請求方法などをしっかりと
周知していきます。

【郡山支所】　

Q 12月末で三春、大玉の出張窓口を
閉鎖することに対する町民の反応は。

A 現在、定員300名に対して166名の
消防団員で活動しています。今後は、町の防犯
防火の観点からも消防団員の確保が重要である
と考えますので、町内事業所に個別訪問を行い、
勧誘活動をしていきたいと考えます。　

Q 消防団の現状と
今後の方向性は。

来年度、地震・原子力災害に対する
全町的な防災訓練の実施を検討して
います。

【生活環境課】

Q 全町的な防災訓練が必要では。

A

A いわき地区については、平成30年３月に全
ての復興住宅の建設が終わりますので、３月
から４月にかけて仮設住宅を退去される方が
多くなると想定しています。その期間後に、
仮設住宅に残った方々の聞き取りを行いなが

ら、閉鎖や集約の検討をしたいと考えます。
　郡山・三春・大玉については、住宅

の耐久性や維持管理費等も考慮しなが
ら、来年度以降、閉鎖や集約に向けた協
議を進めていきたいと考えます。

【住民課】　　

Q 仮設住宅の集約について、
町の考えは。

県が示した１㎡あたり1万2500円の基準値
価格を基に、路線価を決め、一筆ごとの価格
を算定します。この算定を平成30年３月
までに行い、４月１日には固定資産評
価額としてお示しします。ただし平成30

年度の固定資産税については全額減免
の方針で財源の確保に努めます。

【税務課】　　

Q 固定資産税課税までの
スケジュールは。

A 住民票の特例※の適用期間に関するこ
とや、高速道路・医療費の無料化継続を
求める要望などがありました。

【企画課】　　　　

Q 町政懇談会で出された
主な要望は。

※原発避難者特例法に基づき、
　富岡町から住民票を移さずに、
　避難先自治体の行政サービスを
　受けられること。

とみおか議会だより 193号13 とみおか議会だより 193号 121212
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○目的：
　更なる町内のにぎわい創出、
　地域経済の活性化を図るため、
　人々が交流できる施設を整備する。
○場所：坂本種苗㈱地
　　　　（土地2,725.9㎡、建物490㎡）
○構成：
　①屋内遊び場（とみっぴーランド）
　②交流広場　等
○スケジュール
　平成29年度　不動産取得
　平成30年度　工事設計
　平成31年度　工事着手、開館

【TOPICS】
○サブドレン運転上の制限逸脱
　【事象】 サブドレンの水位は建屋滞留水が建屋外に漏えいしないよう、近傍の建屋滞留

水水位より高く保たれているが、水位計設定誤りにより、運転制限逸脱の可能性があ
ると判断し、汲み上げを停止した。

　【原因】 震災前の標高基準である旧OP（小名浜港工事基準面）、震災による地盤沈下後
の新OP、新旧OPの混乱を避けるために用いているTP（東京港工事基準面）の３つが混
在していることにより、水位計を誤った数値に設定してしまったため。

　【対策】 発電所内の標高基準をTPに統一するとともに、マニュアル等に明記し、社内外
関係者で情報を共有する。

○燃料プール循環冷却設備のポンプ停止
　【事象】 運転中の３号機使用済燃料プールにおいて、塗装作業員が系統隔離弁に触れ、

燃料プールの冷却が中断した。
　【原因】 スイッチの物理的防護がされていなかったことと、当該作業を重要設備運転中

の保全作業とみなさず、現場作業員に具体的な指示をしていなかったため。
　【対策】 当該弁及び類似弁に注意喚起表示を取り付ける。当該事象を関係者に周知徹底

する。

　平成29年12月６日、富岡町役場 全員協議会室で全員協議会を開催し、産業振興課より
さくらモールとみおか地域交流館整備事業についての説明を受けました。
　議員からは交流館の整備には賛成であるものの、運営事業者の選定やランニングコスト
の積算などを十分に検討した上で、事業を進めてほしいとの要望が出されました。

　平成29年12月６日に開催した原子力等特別委員会で、福島第一原子力発電所第１号機
から４号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況について、東京電力ホー
ルディングス㈱より説明を受けました。
　議員からは、様々な基準が混在することによる間違いを避けるために、社内での基準を
早急に統一するべきだとの意見や、過去に同様の事故が起こっているにもかかわらず、再
発防止策が講じられていないとの厳しい指摘がありました。

県
補
助
金
の
活
用
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
補
助
金
の
将
来
的

な
継
続
性
に
つ
い
て
は
不

透
明
な
部
分
が
あ
り
ま

す
の
で
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

か
ら
あ
が
る
拠
出
金
の
一

部
を
運
営
費
に
充
て
る

こ
と
で
、
20
年
間
は
安

定
し
た
運
営
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
概
算
額
は
。

（
塚
野
芳
美
）

答　
産
業
振
興
課

　

人
件
費
が
約
９
百
万

円
、
光
熱
水
費
が
約
百

万
円
で
、
合
計
１
千
万
円

の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

問
　
曲
田
地
区
に
施
設
が

集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
を

ど
う
考
え
る
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課

　

曲
田
地
区
に
交
流
館

を
整
備
す
る
こ
と
で
、

人
々
の
往
来
が
増
え
、
さ

く
ら
モ
ー
ル
や
診
療
所
、

公
営
住
宅
と
の
相
乗
的

な
効
果
を
生
み
出
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
町
長　

第
２
次
復

興
計
画
の
中
で
、
曲
田
地

区
を
市
街
化
復
興
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
付
け
、
重
点

的
に
整
備
し
て
い
く
考
え

は
こ
れ
ま
で
お
示
し
し
て

き
た
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
夜
の
森
地
区

が
特
定
復
興
再
生
拠
点

と
し
て
認
定
さ
れ
、
除
染

が
進
む
中
で
、
夜
の
森
駅

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
　
冷
却
設
備
の
近
く

で
の
作
業
を
、
重
要
設

備
運
転
中
の
保
全
作
業

と
み
な
さ
な
い
と
い
う

認
識
の
甘
さ
が
問
題
で

は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

今
回
は
配
管
の
塗
装

と
い
う
動
か
な
い
も
の
の

周
り
で
の
作
業
だ
っ
た
た

め
、
重
要
設
備
に
影
響
を

与
え
な
い
作
業
と
い
う
認

識
で
し
た
。

　

今
後
は
そ
う
い
っ
た
認

識
を
改
め
、
し
っ
か
り
と

作
業
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ス
イ
ッ
チ
に
対
す

る
物
理
的
な
防
護
策
や

作
業
員
へ
の
当
該
事
象
の

周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

問　
運
営
管
理
者
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

（
早
川
恒
久
）

答　
産
業
振
興
課

　

現
在
、
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。
可
能
性
と

し
て
は
、
さ
く
ら
モ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
に
包
括

し
て
管
理
し
て
い
た
だ
く

方
法
と
新
規
事
業
者
に

委
託
管
理
し
て
い
た
だ
く

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
費
用
対
効
果

や
委
託
業
者
の
特
性
を

鑑
み
て
選
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
費
用
等
、
長
期
的

な
運
営
に
対
す
る
展
望

は
。（
早
川
恒
久
）

答　
産
業
振
興
課

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

問　
基
準
が
混
在
し
て

い
れ
ば
誤
り
が
多
く
な
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
早
急

な
対
応
を
。（
渡
辺
英
博
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

震
災
に
伴
う
地
盤
沈

下
の
影
響
を
考
慮
し
た
標

高
基
準
を
取
り
入
れ
た

た
め
に
、
複
数
の
基
準
が

混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
早
急
に

基
準
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

問　
関
係
書
類
等
、
基

準
の
表
記
が
統
一
さ
れ
る

の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
東
京
電
力
㈱

　

年
度
内
に
は
全
て
の
書

類
が
修
正
で
き
る
よ
う
、

事
務
を
進
め
ま
す
。

質

応
疑疑

答答

質

応
疑疑

答答

全員協議会原発等
特別委員会 町内に屋内遊び場を基準の統一と事故再発防止対策の徹底を

屋内遊び場
国
道
６
号
線

双葉
警察署 町立とみおか診療所

エネルギー館

ダイユーエイト
さくらモールとみおか店

屋内遊び場位置図
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行政視察　先進地に学ぶ

災害対策本部専用の会議室がある

遊び場が災害時は避難所になる 外から見えるガラス張りの議場

公と民の垣根がなく、情報を共有化 産業復興
常任委員会

家賃補助・雇用確保など
幅広い定住政策を推進

総務
常任委員会

　総務常任委員会・産業復興常任委員会は、平成29年11月13日から14日にかけて、新潟県
長岡市及び阿賀町の行政視察を行いました。
　本町は本年４月に約６年ぶりにふるさとへの帰還を果たし、住宅環境・医療体制・商圏再開・
インフラ復旧など、急ピッチで生活基盤の整備を進めています。しかし、今後のまちづくり
を進めていく上で、定住・移住を促進する政策やいつ再び来るともしれない災害に対する防災
対策は必要不可欠となります。
　そこで、定住・移住政策に幅広く取り組んでいる阿賀町と「日本一災害に強いまちづくり」を
目標に掲げ、防災対策に取り組んでいる長岡市の政策を学んできました。

○災害対策本部会議室を整備
　市内に設置されたカメラの映像をリアルタイムで
放送。インターネットでも配信されている。
○防災と子育てを融合した防災センター
　【平常時】子育ての駅、防災力向上拠点
　【災害時】ボランティア等の活動拠点
○市役所が中心市街地にある
　長岡駅前のアオーレ長岡内に市役所がある。
　議場は１階。ガラス張りで外から見える。

○定住促進奨励金（町内にU・Iターンする方に家賃や初期費用の一部を補助）
　平成28年度から事業開始。補助金は２年間。平成29年度４件（建設会社２名、酒造会社２名）
○空き家・空き地情報登録制度（町内にU・Iターンする方に空き地・空き家情報を紹介）
　平成18年度から事業開始。成立件数51件。
○阿賀町無料職業紹介所（求人、求職の紹介）
　平成19年３月から事業開始。　※平成28年度実績　求人108人、求職67人、紹介状発行46人、就職18人
○地域おこし協力隊（町の特徴を掘り起こし、周知PRするとともに雇用を確保）
　平成26年度から事業開始。町が隊員のための住居を確保し、月額20万円の報酬を支給。
　３年間の任期付きで、現在20名が在籍。（船頭ガイド、飲食店、塾講師など）
　今年度２名が３年の任期を終了した後も阿賀町に住み続け、地域にとけ込んで生活している。

阿賀町長岡市

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号17 1616

研
修
所
見

　

市
内
の
河
川
状
況
等
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
放
送
し

続
け
る
防
災
対
策
室
や
、

子
育
て
施
設
が
災
害
時
に

は
防
災
施
設
に
様
変
わ
り

す
る
な
ど
、
災
害
を
常
に

身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、

防
災
に
対
す
る
意
識
が
醸

成
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

つ
く
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

施
設
だ
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
長
岡
市
は
公
と

民
の
垣
根
が
な
い
。
長
岡

駅
前
に
あ
る
明
る
く
開
放

的
な
市
役
所
は「
市
役
所

が
そ
こ
に
あ
る
」と
い
う

感
覚
だ
ろ
う
。
公
と
民
が

近
い
か
ら
こ
そ
、
市
民
は

災
害
に
限
ら
ず
多
く
の
情

報
を
よ
り
簡
単
な
方
法
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
研
修
を
通
し
、
情

報
共
有
し
や
す
い
環
境
整

備
の
必
要
性
を
改
め
て
強

く
感
じ
た
。

研
修
所
見

　

阿
賀
町
で
は
家
賃
補
助

や
就
職
相
談
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
定
住
支
援
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
面

白
い
の
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

町
が
や
っ
て
ほ
し
い
仕
事
を

提
示
し
、
隊
員
と
し
て
雇

用
す
る
。
今
回
、
実
際
に

隊
員
が
営
む
お
店
で
昼
食

を
い
た
だ
い
た
が
、
地
場
産

品
を
使
っ
た
料
理
は
と
て

も
お
い
し
く
、
そ
こ
で
楽
し

そ
う
に
働
く
隊
員
の
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

確
か
に
少
子
高
齢
化
の

問
題
は
新
潟
県
の
山
間
部

に
位
置
す
る
阿
賀
町
で
も

深
刻
な
課
題
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
町
が
様
々
な
施
策
を
打

ち
出
し
、
町
と
人
と
を
結
び

つ
け
る
こ
と
を
諦
め
ず
に
尽

力
す
れ
ば
、
き
っ
と
町
は
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
と
、
阿
賀
町
で
元
気
に
働

く
若
者
を
見
て
感
じ
た
。

問　
家
賃
補
助
の
２
年
間

が
終
了
し
た
後
の
定
住
見

通
し
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
総
務
課

　

補
助
を
受
け
て
い
る
方

は
民
間
会
社
に
正
規
社
員

と
し
て
就
職
し
て
い
ま
す

の
で
、
補
助
期
間
終
了
後

も
住
ん
で
も
ら
え
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
隊
員
が
や
り
た
い
こ

と
と
町
が
や
っ
て
も
ら
い

た
い
こ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
難
し
い
の
で
は
。

（
早
川
恒
久
）

答　
農
林
商
工
課

　

町
が
や
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
を
大
ま
か
に
提
示

し
、
応
募
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
後
、
面
接
で

話
し
を
聞
き
、
採
用
と
な

る
の
で
、
希
望
す
る
仕
事

と
大
き
く
違
う
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
防
災
対
策
に
か
か
る

予
算
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
危
機
管
理
防
災
本
部

　

市
町
村
合
併
交
付
金

や
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等

を
活
用
し
整
備
し
ま
し
た
。

問　
市
町
村
合
併
に
よ

る
防
災
面
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
危
機
管
理
防
災
本
部

　

市
内
全
域
で
防
災
レ
ベ

ル
が
統
一
さ
れ
、
職
員
の

防
災
に
対
す
る
意
識
も

高
ま
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

だ
と
感
じ
ま
す
。

　

一
方
で
、
防
災
対
策
が

広
範
囲
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
人
員
的
な
不
安
や
、

情
報
伝
達
ス
ピ
ー
ド
の
地

域
格
差
な
ど
、
今
後
の
課

題
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
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議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ議員提言のゆくえ
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと
追跡
れぽーと

犯罪抑止力の向上につながる

防犯カメラの設置補助を
財源の確保などを確認しながら検討

問
答

【対象者】  ①自ら所有する町内の住宅に居住する者
　　　　  ②町内の借家（戸建及び集合住宅）に居住し、かつ、町内に住所を有する者。
　　　　　  ただし、その設置について、貸主の承諾がない者は除く。

【適　用】  平成25年３月25日から（告示日：平成29年４月１日）
【実　績】  16件（平成29年12月末現在）

家庭用防犯カメラ設置補助金として、５万円を上限に交付

（平成28年12月定例会堀本典明議員一般質問）

追跡①追跡①

LED照明で町内を明るく照らす（富岡中央商店街）

町内の街灯の整備方針は
LED照明に随時更新

問
答

【実　績】  帰還困難区域を除く町内全域の照明灯調査事業が完了
　　　　  町内約1500灯のうち570灯をLED照明化（平成29年8月末現在）
　　　　  ※不点灯情報が寄せられた箇所や要望があった箇所は随時対応

町内約570灯をLED照明に更新

（平成28年12月定例会高野匠美議員一般質問）

追跡②追跡②

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号19 1818

議会報編集
特別委員会

　平成29年10月26日、議会報のさらなる充実を求め、平成28年度第31回広報コンクールで最
優秀賞を受賞された、宮城県利府町議会広報常任委員会のご協力を頂き、編集方法や紙面
レイアウトの決め方、企画構成など、幅広くお話をお聞きしました。

これからも議会情報を
よりわかりやすくお伝えします

【利府町データ】
人口　36,243人（平成29年９月末現在）
面積　44.89㎢（富岡町の約0.7倍）
特色　仙台市の北東に隣接し、仙台市の中心

部まで約30分の通勤、通学圏であり、
西部の新興住宅団地を中心に人口の増
加傾向が続いている。

　　　宮城スタジアムやセキスイハイムスー
パーアリーナがあり、大規模コンサー
トが行われることも多い。

≪皆さまに愛読される議会だよりを目指して≫

研
修
所
見

　

利
府
町
の
議
会
報
は
伝
え

る
べ
き
情
報
の
質
を
落
と
さ

ず
に
、
削
れ
る
部
分
を
で
き

る
だ
け
そ
ぎ
落
と
し
、
余
白

を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
余
白

が
紙
面
に
余
裕
を
持
た
せ
、

読
み
手
に
圧
迫
感
を
与
え
ず
、

読
ま
せ
る
作
り
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
表
紙
は
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
全
面
化
を
指
導
さ

れ
て
も
、
利
府
町
議
会
報
の

特
色
を
守
る
と
い
う
信
念
の

も
と
、
作
り
を
変
更
し
て
い

な
い
。

　

余
白
の
使
い
方
も
表
紙
に

利
府
町
色
を
出
す
の
も
、
す

べ
て
は
ど
う
す
れ
ば
町
民
に

読
ん
で
も
ら
え
る
か
を
最
優

先
に
考
え
て
作
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
議
会
報
で
あ
り
、
そ

れ
は
私
た
ち
が
目
指
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
回
の
研
修
を

糧
に
、
今
後
も
読
み
や
す
い

町
民
目
線
に
立
っ
た
議
会
報

の
編
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
余
白
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
は
。

（
渡
辺
正
道
）

答　
議
会
広
報
常
任
委
員

　

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
指

導
を
受
け
、
協
議
の
結
果
、

今
の
形
に
し
ま
し
た
。
町

民
の
見
や
す
い
と
い
う
声

を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　
表
紙
写
真
の
選
定

方
法
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
議
会
広
報
常
任
委
員

　

担
当
と
な
っ
た
委
員
が

500
枚
ほ
ど
撮
影
し
、
選
定

し
ま
す
。

問　
編
集
作
業
以
外
の

委
員
会
は
開
催
し
て
い

る
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
議
会
広
報
常
任
委
員

　

年
１
回
、
紙
面
構
成
を

協
議
す
る
委
員
会
を
開

催
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
の

見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

松島湾に面し、カキの養殖も盛ん
（田里津庵テラスより撮影）

余白を上手に使い、読みやすい紙面構成
全体の色は楽天カラーで統一されている
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　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

　　　　　　　　　　　　昨年行った意見交換会や様々なイベント等で、　町民の方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
  富岡町の現状を　お伝えします。

Step.10

常磐富岡IC

滝川ダム

常
磐
自
動
車
道

富岡町

常
磐
線

富岡駅

楢葉町

川内村

大熊町

太 

平 

洋

❶ ❷❸

富岡町役場
●

復興への あゆみ復興への あゆみ

②栄町災害公営住宅（集合住宅）を整備

○所在地　：　富岡町大字小浜字中央583番地
○間取り　【2DK】　31戸（うち優先７戸）
　　　　　【2LDK】 19戸（うち優先４戸）
○単身世帯入居可

①11月15日、万象ホールディングス富岡工場が
　運転を開始

○所在地　　：　富岡工業団地内
○建屋面積　：　約7,500㎡
○生産品目　：　ロックウール
○雇用人数　：　地元雇用により40名程度

③町内の福祉施策の柱となる社会福祉協議会・デイサービスセンターもとまち

≪社会福祉協議会≫
○所在地　：　富岡町中央１丁目8番地1
○お問い合わせ　：　0240-22-5522

≪デイサービスセンターもとまち≫
○所在地　：　富岡町本町1丁目1番地
○お問い合わせ　：　0240-21-1516

（※Ｐ22 関連記事）

とみおか議会だより 193号とみおか議会だより 193号21 2020



●３月定例会は、６日（火）～９日（金）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111
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富岡町議会 で

ち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

　11月15日に創業を開始した万象ホールディングス（株）富
岡工場の工場長に、八乙女正昭さんが着任しました。

Q. 富岡町で事業を開始することについて、
  どのように感じていますか。

Ａ. 万象ホールディングス富岡工場は、東日本大震災後の富
岡町に進出する初めての製造関連の事業所として強く責
任の重さを感じております。

　　  弊社富岡工場が生産するロックウール製品は地球環境
にやさしい建材製品であり、震災復興に貢献できる製品
でもあります。

　　  工場が富岡の町に根付き、生産する製品が震災復興に
役立ち、富岡町の発展に貢献できれば幸いです。

Q. 富岡町民の皆さんへメッセージをお願いします。
Ａ. 弊社は製造工場を建設運営するのは富岡町が初めてであり、

工場運営には不慣れな点も多々あります。富岡町の皆さん
にはご協力、ご指導を切にお願いする次第です。

　　  また、当工場には50名程の従業員が勤務します。殆どの方が浜通り出身で、震災と避難生活という稀
有な経験をしている中で、家族のために、地元のために頑張りたいとの思いで入社され富岡工場で生産活
動に従事しております。この春には社宅も完成しますので、多くの方が富岡町民となります。末永くお付
き合いの程を宜しくお願いいたします。

八乙女正昭さん（61歳）
宮城県登米市出身

【略歴】
1989年9月　日東紡績（株）入社
2006年3月　日東紡績（株）千葉工場製造課長
2010年1月　パラマウント硝子工業（株）
　　　　　　  長沼工場製造課長
2013年3月　パラマウント硝子工業（株）
　　　　　　  鈴鹿工場長
2016年6月　（株）パラマウント加工工場長
2017年10月　（株）万象ホールディングス
　　　　　　  富岡工場長

やおとめ まさあき

　

あ
の
グ
ラ
ン
ド
に
元
気
な
声
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
写
真
は
過
日
行
わ
れ
た
、

サ
ッ
カ
ー
教
室
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

で
す
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
額
に
汗
し
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
ひ
た
む
き
に

ボ
ー
ル
を
追
う
子
ど
も
た
ち
の
姿

は
、
力
を
燃
え
た
ぎ
ら
せ
、
物
事

に
立
向
か
う
姿
を
教
え
諭
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
郷
土
富
岡
の
た
め
に
前
へ
、

ま
だ
見
え
ぬ
ゴ
ー
ル
へ
…
。

　

私
達
も
職
責
を
全
う
す
べ
く
、

た
だ
ひ
た
む
き
に
頑
張
ら
ね
ば
と
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�

（
渡
辺　

正
道
）


